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7.23 火 Ⅰ 体液と血液組成 長谷　都
細胞・器官

生理

1. 内部環境の恒常性とホメオスタシスの原理の概要
2. 体液の概要
3. 血液の組成と一般的性質

教科書・参考書の「血液」を通読す
る。

〃 〃 Ⅱ
血漿タンパク質と
免疫グロブリン

鈴木　真奈絵
疾患ＢＭ制

御学

1. 血漿タンパク質の種類
2. 主要な血漿タンパク質の機能
3. 生体防御機構における免疫グロブリンの働き

〃

〃 〃 Ⅲ 赤血球（１） 長谷　都
細胞・器官

生理
1. 赤血球の構造と諸指数
2. 赤血球の生成と代謝

〃

7.24 水 Ⅰ 赤血球（２） 〃 〃
1. 鉄代謝（分布、吸収、貯蔵等）
2. 脾臓の役割
3. 溶血

〃

〃 〃 Ⅱ 白血球 〃 〃
1. 白血球の種類、性状、生成
2. 各白血球の働きとその仕組み

〃

〃 〃 Ⅲ 血小板・血液凝固 〃 〃
1. 血小板の構造と働き
2. 血液凝固機構の概要

〃

7.26 金 Ⅰ

血液・造血器および
リンパ系の構造（１）、
血液細胞の見方
（末梢血）

廣井　準也 機能組織
1. 血液細胞の観察方法
2. 好中球，好酸球，好塩基球の基本構造
3. リンパ球，単球の基本構造

組織学の教科書・参考書の「血液」
を通読する。

〃 〃 Ⅱ
血液・造血器および
リンパ系の構造（２）

〃 〃
1. 骨髄の基本構造
2. 血球発生過程
3. リンパ性器官の基本構造

組織学の教科書・参考書の「リンパ
性器官、脾臓、骨髄」を通読する。

〃 〃 Ⅲ 血液型 小倉　裕司
細胞・器官

生理
1. ABO式血液型
2. Rh式血液型

教科書・参考書の「血液」を通読す
る。
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